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研 究 会 報 告
｢二 次 の 相 転 移｣ 研 究 会
森 肇 (京大基研 )
西 川 泰 治 (東大教養 )
6月の下旬に5日間 ,基研で上記の研究会が開かれましたa二次の相転移




発散ln世 Tc匝 示長 と_が軍旗的に旦座 されて以来 ･多くの相転移 を起
す物質にっいて同様 の対数的発散が指摘されてきた0-万理論的にもイー





が新 しい方向として注目されているということでしたn 特に _.ダイナ ミック
な現象の異常は ,従来の ･分配関数.の取扱いを中心とした相転移の研究の枠





















山 本 常 信
松 田 博 嗣
平 川 金四郎
浜 口 由 和
守 谷 亨
万 成 勲
伊 藤 慣 書
伊 達 衰 行
川 崎 恭 治
緩和過程の理論 (1) -,･･--･･-････---･･････ 西 川 恭 治
療和過程の理論 (2) -･-････-･.･･･････--･･- 森 肇





天 谷 一 夫
立 木 昌
三 井 利 夫
第三日日の午後には .相転移 の太質論および実態とその歴論 にっいて.討
論 と問題点の指摘 とが･行なわれましたO特に
oMayer の凝縮理論に現われる臨界異 常領域
oLandauの現象論 の効能とその般界
o相転移を ,ある熱力学関数の複素で平面上での分岐点 とみることとその
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